
平成™š年š月˜Ÿ日 金曜日 (号外第œœ号)官 報
防火地域 …………………………………………………… 防 火
準防火地域 ………………………………………………… 準 防
市街化調整区域 …………………………………………… 調 区
市街化区域及び市街化調整区域以外の都市計画区域 … �

準都市計画区域 …………………………………………… 準都計
都市計画区域外 …………………………………………… 都計外
地域森林計画対象区域 …………………………………… 地森計
国立公園第二種特別地域 ………………………………… 国立公（２種）
国立公園第三種特別地域 ………………………………… 国立公（３種）
国立公園（普通）地域 …………………………………… 国立公（普通）
国定公園第二種特別地域 ………………………………… 国定公（２種）
国定公園第三種特別地域 ………………………………… 国定公（３種）
国定公園（普通）地域 …………………………………… 国定公（普通）

| 用途地域及び都市計画区域内で用途地域の指定のない区域（市街化調整区域内の現況林地を除く。）については、（ ）内の左側に
指定建ぺい率、右側に指定容積率をそれぞれパーセントで表示した。

e 表示は、標準地の単位面積当たりの価格判定の基準日（平成23年１月１日）の状況により行った。
Ĉ ※印は、代表標準地である。代表標準地とは、市街化区域内及び特に必要と認められる場合には非線引都市計画区域内の住宅地及
び商業地について、用途ごとに価格牽連性があると認められる一定数の標準地を地域的なまとまりを勘案してまとめた標準地群のう
ちから、できる限り標準地相互の比較を容易に行いうるものとして選定された標準地をいう。

標準地の鑑定評価において採用した資料及び標準地についての土地の客観的価値に作用する諸要因は、この公示の日から３年間、国土交
通省に備えて一般の閲覧に供する。
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